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1	 取扱説明書
この取扱説明書は、製品のご使用開始から廃棄の全般について説明
しています。この説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、
また、本製品の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

取扱説明書には安全性についての重要な情報が含まれています。
記載されている注意事項に留意しないと、危険な状況が生じます。

	▶ 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1	 表記

危険！

直接的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。

注意！

潜在的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながる可能性が
あります。

注記！ 

物的損害についての警告。
	▶ 遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶   危険回避のための指示を示します。
	→ 実行する必要のある作業手順をマークします。

1.2	 用語定義/略称
この説明書で使用される「製品」という用語は、常に位置フィードバ
ック―ヘッドタイプ8685およびコントロールヘッドタイプ8686を指
します。

本取扱説明書で使用されている略語「Ex」は、常に「爆発の
危険性」または「爆発危険領域」を意味します。

日本語
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	→ ケーブル接続にケーブルを通します。
	→ ケーブルをストリップします。
	→ ワイヤをケーブルグランドから接続エリア (製品上部) に押し込
みます。

	→ ストリップした部分がケーブルグランド内面と同じ高さになるま
で、ケーブルをケーブルグランド側に引きます。

Y1+ Y1– Y2+ Y2–

BTM1– BTM1+ 上部2– 上部2+

上部1– 上部1+ BTM2– BTM2+

図 21：	 基板上の名称 タイプ8686 

	→ ねじ端子Y1およびY2のワイヤを基板のノッチに通します。

ねじ端子Y1の接続例

ノッチ

図 22：	 ワイヤ接続

	→ ワイヤを接続します (「表 6： ケーブル接続部タイプ8686の接続」
の接続の割り当て参照)。

制御空気接
続部 

2 (P2)

制御空気接
続部 
4 (P4)

制御空気接
続部 
3 (P3)

制御空気接
続部 

1 (P1)

駆動部1	
(左)

駆動部2	
(右)

図 23：	 駆動部の割り当て

日本語
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基板上の
名称 接続の割り当て2) 外部配線

下部1+ 下端位置 + 
下部駆動部1

NAMUR 
Sensor

Ex area non Ex area

+8.2 V DC

0 VR

Bot x / Top x 
+

—
Bot x / Top x 

Operation with Ex-i-NAMUR 
isolating switching amplifier 

下部1– 下端位置 — 
下部駆動部1

上部1+ 上端位置 + 
上部駆動部1

上部1– 上端位置 — 
上部駆動部1

下部2+ 下端位置 + 
下部駆動部2

NAMUR 
Sensor

Ex area non Ex area

R
Bot x / Top x 

+

—
Bot x / Top x 

Operation with  Ex isolation barrier

R
U0

I0下部2– 下端位置 — 
下部駆動部2

上部2+ 上端位置 + 
上部駆動部2

上部2– 上端位置 — 
上部駆動部2

Y1 + バルブ1 + 
駆動部1が作動

Y1 +

Y1 –Y1 – バルブ1 — 
駆動部1 GND

Y2 + バルブ2 + 
駆動部2が作動

Y2 +

Y2 –Y2 – バルブ2 — 
駆動部2 GND

表 6：	 ケーブル接続部タイプ8686の接続

注記！ 

ワイヤの損傷による誤動作。
	▶ スピンドルガイドを自由にするため、すべてのワイヤをケーブル
ホルダーに通してください。
汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。

	▶ 保護等級IP65/IP67を確保するため、使用するケーブルのサイズ
に合わせてケーブル接続のユニオンナットを締めます (締め付
けトルク約1.5 Nm)。

	→ ケーブル接続のユニオンナットを締め付けます (約1.5 Nm)。

注記！ 

終端位置の不正確な検出。
	▶ 制御機能B (SFB) 付き駆動部の場合、コントロールヘッドをアダ
プターハウジングに取り付ける前に、下端位置に接近させる必
要があります。そのためには、駆動部 (「図 12」) の各制御空気接
続部を加圧する必要があります。

	▶ コントロールヘッドが駆動部に対して正しく配置されていること
を確認してください。ブラインドプラグまたはプレッシャーリリー
フバルブは、駆動部の空圧接続部側にある必要があります (「図 
12」を参照)。

 

2）	 駆動部の割り当てについては、「図 23」を参照

日本語
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	→ コントロールヘッドを駆動部に取り付ける際は、以下の点に注意
してください。 
- ブラインドプラグまたはプレッシャーリリーフバルブは、駆動部

の空圧接続部側にある必要があります。
- キャップは開始位置にある必要があります。そうでない場合は、

キャップを開始位置に移動させてください (「図 7」を参照)。
- スイッチングスピンドルは、コントロールヘッドの下側にある凹

部に収まっている必要があります。スイッチングスピンドルのキャ
ップがずれないようにしてください。

	→ コントロールヘッドをアダプターハウジングに押し込み、成形シ
ール部に隙間がなくなるまで押し込みます。これで、コントロール
ヘッドの取り付け穴は、各側のアダプターハウジングの四角ナット
と一直線になります。

注記！ 

固定ネジをねじ込む際にトルクが高すぎる場合、またはOリングが
欠落している場合、保護等級 IP65/IP67は保証できません。

	▶ 固定ネジは、最大トルク0.5 Nm ±0.1 Nm で締め付けてください。
	▶ Oリングの位置を確認してください。

	→ 2本の固定ネジM4と対応するOリングを使用して、コントロール
ヘッドをアダプターハウジングに締 め付けます (トルク：0.5 Nm 
± 0.1 Nm)。

	→ ハウジングカバーのシールの位置が正しいか点検してください  
(「図 24」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ 透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740773)) 
を閉じます。

シーリング材、
ハウジングカ
バー

ハウジングカ
バー

タイプ8686
図 24：	 透明フード/ハウジングカバーシールの位置

動作電圧がかかるとコントロールヘッドが作動します。

	→ 製品を使用する前に、コントロールヘッドで基本設定 (「1.32.1 基
本的な製品設定」章を参照) を行う必要があります。

 

3）	 �カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

日本語
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10	 操作

10.1	 位置フィードバック―ヘッドタイプ8685の操作
エレメントの概要

以下の位置は、駆動部1と駆動部2用に別々に設計されています。
操作エレメント：
•	 駆動部サイズ (RV50、RV70、RV110) 選択用のDIPスイッチ

「-」マークの付いたDIPスイッチ4には、機能がありません。

透明フードを取り外す場合は、32ページの「ステップ3：透
明フード/ハウジングカバーを閉じる」の指示に従ってくだ
さい。

駆動部1用
DIPスイッチ

駆動部2用
DIPスイッチ

図 25：	 位置フィードバック―ヘッド24 V DCの操作エレメント

10.2	 概要コントロールヘッドタイプ8686の操作エレ
メント

以下の位置は、駆動部1と駆動部2用に別々に設計されています。
操作エレメント：
•	 駆動部サイズ (RV50、RV70、RV110) 選択用のDIPスイッチ

透明フード/ハウジングカバー を取り外す場合は、32ペー
ジの「ステップ3：透明フード/ハウジングカバーを閉じる」の
指示に従ってください。

駆動部1用
DIPスイッチ

駆動部2用
DIPスイッチ

図 26：	 コントロールヘッドの操作エレメント

日本語
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10.3	 操作

10.3.1	 基本的な製品設定
タイプ8685および8686の機能を確実にするため、非通電状態での試
運転前にこれらの事前設定を行う必要があります。

危険！

感電による負傷の危険。
	▶ システムに介入する前に、電圧をオフにし、再稼働しないことを
確認してください。

	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

	→ 透明フードのネジを外します。
	→ ステップ1～3を実行します。

ステップ 1：駆動部サイズの選択
操作エレメントは駆動部側ごとに設計されています。

駆動部サイズ (駆動部の銘板を参照) に従い、駆動部側につき
1つのDIPスイッチのみを作動させてください。駆動部の両側
で同じ駆動部サイズを選択する必要があります。
DIPスイッチの設定を誤ると、誤動作したり、終端位置フィード
バックが機能しなくなったりします。

	→ DIPスイッチを「オン」の位置に動かすと、選択された駆動部サイ
ズの終端位置センサーが作動します。

アクチュエータ

1 2 3

ON
ONタイプ8685

タイプ8686

RV 50 70 110

RV — 110 70 50

アクチュエータ2

1234

ON

図 27：	 DIPスイッチによる駆動部サイズの選択

DIPスイッチ 駆動部サイズ
1 50

2 70

3 110

4 (タイプ8685のみ) - (不使用)
表 7：	 DIPスイッチの割り当て — 駆動部サイズ

ステップ2：スピンドル調整の基準運転
駆動部サイズに合わせてスピンドルを微調整するためには、両方の
スピンドルを下端位置から上端位置まで移動させる必要があります。

日本語
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手順 タイプ8685：
制御機能Aタイプ (SFA) の駆動部：

	→ 最大制御圧力の下で、駆動室を作動させ、スピンドルを上方に移
動させます。
	→ 終端位置に到達後、制御圧力をオフにします。スピンドルは下端
位置に移動します。

制御機能Bタイプ (SFB) の駆動部：
	→ 最大制御圧力の下で、駆動室を作動させ、スピンドルを下方に移
動させます。
	→ 終端位置に到達後、制御圧力をオフにします。スピンドルは上端
位置に移動します。

手順 タイプ8686：
	→ 駆動部を最大制御圧力で切り替えます。スピンドルが上端位置ま
で移動します。
	→ 終端位置に達した後、駆動部を切り替えます。スピンドルが開始
位置に移動します。

ステップ3：透明フード/ハウジングカバーを閉じる
	→ 透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 28」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ 透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740774)) 
を閉じます。

シーリング材、
ハウジングカ
バー

ハウジングカ
バー

タイプ8686

タイプ8685

透明フードの
シール

透明フード

図 28：	 透明フード/ハウジングカバーシールの位置

これで製品は構成され、運転準備が完了しました。

 

4）	�カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

日本語
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10.3.2	 設定の変更
手順：

	→ DIPスイッチには、透明フードのねじを外すことでアクセスでき
ます。
	→ DIPスイッチを使用して、駆動部サイズを選択します。標準化さ
れた駆動部サイズを両側の駆動部で選択する必要があります  
(バルブの銘板を参照)。

	→ 透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 28」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ 透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740775)) 
を閉じます。

 

5）	 �カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

10.3.3	 コントロールヘッドタイプ8686のコントロールバル
ブの手動制御

コントロールバルブは、ハンドレバーで切り替えることができます。
制御機能Aでは、ハンドレバーを操作してスピンドルを上昇させま
す。制御機能 B では、ハンドレバーを操作してスピンドルを下降させ
ます。

コントロールバル
ブY1

コントロールバルブY2
(裏面)

ハンドレバー

図 29：	 コントロールバルブの位置

手順：
 製品が通電されていることが重要です！
	→ コントロールバルブのハンドレバーは、ハウジングカバーを回し
て外すとアクセスできます。

注記！ 

ハンドレバーを押しながら回すと、損傷する恐れがあります。
	▶ ハンドレバーを同時に押したり回したりしないでください。

日本語
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レスト機能： 
90°回す = ラッチング切替え

標準位置

タッチ機能： 
押す = 瞬間操作

図 30：	 ハンドレバーの切り替え位置

	→ 透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 31」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ 透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740776)) 
を閉じます。

タイプ2036のダイヤフラム交換手順

 製品が通電されていることが重要です！
	→ タイプ2036の取扱説明書に記載されている手順に従って、ダイヤ
フラムを交換します。

	→ ダイアフラムを交換した後、基準運転のスピンドル調整を行う必
要があります (「1.32.1 基本的な製品設定」のステップ2を参照)。

	→ 透明フード/ハウジングカバーのシールが正しい位置にあること
を確認します (「図 31」を参照)。

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を遵守するため、透明フードまたはハウジン
グカバーを停止位置までねじ込みます。

	→ 透明フード/ハウジングカバー (カバー取付補助工具：6740776)) 
を閉じます。

シーリング材、
ハウジングカ
バー

ハウジングカ
バー

タイプ8686
図 31：	 シーリング材、ハウジングカバーの位置
 

6）	�カバー取付用補助工具 (674077) は、Bürkert販売店でお求めいただけ
ます。

日本語
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11	 安全位置
電気式または空圧式補助エネルギー故障後の安全位置:

駆動部の
種類 名称

補助エネルギー故障後の安
全位置

電気式 空圧式

up

down

単動
制御機能A

down down

up

down

単動
制御機能B

up up

表 8：	 安全位置

12	 メンテナンスと修理

12.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください
感電による負傷の危険。

	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。

	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

危険！

不適切な修理による危険。
位置フィードバック―ヘッドタイプ8685およびコントロールヘッド
タイプ8686の安全性と機能性は、修理作業がメーカーによって行
われた場合にのみ保証されます。

	▶ 製品の修理はメーカーにのみ依頼してください。
.
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警告！

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術
者が実施してください。
意図しないシステムの電源オンおよび制御されていない再起動に
よる負傷の危険。

	▶ 設備を誤って作動させることがないようにします。
	▶ メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してくだ
さい。

12.2	 フィードエアフィルターのサービス

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

制御空気は、内部コントロールバルブと駆動部を保護するためにフ
ィルタリングされます。
設置された状態でのフィードエアフィルターの流量方向は、スクリー
ンメッシュを通って内側から外側です。

フィードエアフィ
ルター

チューブコネクタ

Oリング

図 32：	 フィードエアフィルターのサービス

手順：
	→ 固定エレメントを押し込んでチューブコネクタを解除し、フィード
エアフィルターを引き出します (場合によってはフィルターヘッド
のくぼみ間に適切な工具を使用します)。

	→ フィルターを清掃し、必要に応じてフィルターを交換します。
	→ 内部にあるOリングを点検し、場合によっては清掃します。
	→ フィードエアフィルターをチューブコネクタに停止するまで差し
込みます。

危険！

不適切な取付けによる怪我の危険。
	▶ フィードエアフィルターは正しく取り付けてください。

	→ フィードエアフィルターが正しく取り付けられているか確認してく
ださい。
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13	 故障

障害 原因と方策

終端位置の検
出なし

動作電圧なし、または不十分
	→ 電気接続と動作電圧を点検してください

アダプターセットのスイッチングスピンドルサイ
ズが不適切

	→ スイッチングスピンドルを交換してください
スピンドルの取付時に選択したスピンドルブッ
シングが間違っている

	→ 適切なスピンドルブッシングにスイッチング
スピンドルを通してください

DIPスイッチで選択した駆動部サイ ズが間違っ
ている

	→ 適切な駆動部サイズを選 択してください
スイッチングスピンドルの キャップが、取付時
に力によって押されてずれた

	→ 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを取り外してください
	→ 溝が見えるまで、キャップをスイッ チングス
ピンドルの端に向かって引いてください。

	→ 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを取り付けてください
	→ 基準運転とスピンドル調整を実行してくだ
さい

障害 原因と方策

終端位置ｆが
正しく検出され
ない

DIPスイッチで選択した駆動部サイズが正しく
ない

	→ 適切な駆動部サイズを選 択してください

DIPスイッチで複数の駆動部サイズが選択され
ている

	→ 適切な駆動部サイズを選 択してください

位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッ
ドが正しい位置に取り付けられていない

	→ 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘ
ッドを正しく取り付けてください (「図 12」を
参照)

駆動部の切替
ができない

コントロールバルブの動作電圧が供給されてい
ないか、不十分

	→ 電気接続と動作電圧を点検してください

圧力供給が低すぎる
	→ 制御圧力を確認してください

配管に不具合がある
	→ 空圧接続を点検してください

表 9：	 故障
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14	 運転停止

14.1	 安全に関する注意事項

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください
感電による負傷の危険。

	▶ 製品またはシステムに介入する前に、 電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。

	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告！

不適切な取り外しによる怪我の危険。
	▶ 取外しは必ず適切な工具を使用し、認定された専門技術者が実
施してください。

14.2	 取り外し
手順：

	→ 圧力のスイッチを切り、ラインのエア抜きをします。
	→ 電圧をオフにします。

1. 空圧接続 (コントロールヘッドタイプ8686のみ)

危険！

設備/製品における高い圧力による怪我の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立って、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください

	→ 空圧式接続を取り外します。
	→ 駆動部への空圧接続を外します。

3. 機械式接続

	→ 固定ネジを緩めます。
	→ 位置フィードバック―ヘッド/コントロールヘッドを上に引き上げ
ます。

2. 電気接続

危険！

感電による負傷の危険。
	▶ 製品またはシステムに介入する前に、電圧をオフにし、再稼働し
ないことを確認してください。

	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い。

	→ ケーブル接続を緩めます。
	→ ねじ端子からワイヤを取り外します。
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電気接続部

空圧式接続部

固定ネジ（2x）

駆動部への空圧接続

駆動部

位置フィードバック―ヘッド 
タイプ8685

固定ネジ（2x）

駆動部

コントロールヘッド
タイプ8686

図 33：	 取り外し

15	 アクセサリ

名称 注文番号

カバー取付用補助工具 674077
表 10：	 アクセサリ

15.1	 ケーブル接続

注記！ 

汚染や水分の浸入による損傷または誤動作。
	▶ 保護等級IP65/IP67を確保するため、使用するケーブルのサイズ
に合わせてケーブル接続のユニオンナットを締めます (締め付
けトルク約1.5 Nm)。
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16	 輸送、保管、梱包
注記！ 

輸送中の損害。
製品の保護が不十分な場合、輸送に損傷が生じることがあります。

	▶ 製品をほこりや湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して
輸送してください。

	▶ 許容保管温度外にならないようにしてください。
	▶ コイルの電気インターフェースと空圧接続部に保護キャップを付
けて損傷から保護してください。

誤った保管は製品の損傷の原因となります。
	▶ 製品は乾燥したほこりのない状態で保管してください。

保管温度–20～65 °C。    

環境に配慮した廃棄処分 

	▶ 廃棄処分と環境に関する各国の規制を遵守してく
ださい。

	▶ 電気・電子機器は分別収集し、分別して処分してく
ださい。

詳しい情報は、country.burkert.comをご覧ください。
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